
①  

 

上手持ち（１歳～１歳半頃） 

スプーンに興味を持ち始めた

ら始めていく。 

④ 

 

箸の練習（３歳～５歳頃） 

３歳～４歳頃に箸に興味を持

ち、練習を始めます。 
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暑さも少しずつ和らぎ、秋の訪れを感じる季節になりました。 

１０月は〈スポーツの秋〉と言うこともあり園でも運動会があり、こどもたちも元気に身体を動かします。ま

た〈食欲の秋〉とも呼ばれ、さつまいもやかぼちゃ、きのこなどのたくさんの美味しい食べ物が旬を迎えま

す。元気に身体を動かした後は、旬の食材を通して秋の訪れを感じながら栄養も摂り元気に過ごしましょう。 

食具の持ち方について 

食具は、年齢ではなく一人ひとりの手や指の発達に合わせて使うことが大切です。早くから箸を持たせて

しまうと、誤った持ち方が身についてしまい、正しい持ち方に直すことが難しくなることがあります。その

ため、こどもの成長に合わせて、段階を踏んでいくことが大切です。 

食育活動で、3歳児クラスでスプーンの３点持ちの方法、５歳児クラスで箸の持ち方を練習しました。就

学に向けて、箸の正しい持ち方を身につけられるように取り組んでいます。 

 
② 

 

下手持ち（１歳半～２歳頃） 

下から握るように持つ。 

③ 

 

３点持ち（２歳後半頃から） 

親指、人差し指、中指の３本

の指で支える。 

食育活動 

９月の食育では、２５日のお月見に合わせて、５歳児クラスで２日にわたり「お月見団子作り」と「お月見

かぼちゃ作り」をしました。１日目のお団子作りでは、みんな硬さを確かめながら、丁寧に丸めていました。

団子を茹でる場面では、少し緊張しながらも、頑張ってお湯に入れることが出来ていました。２日目のおやつ

のお月見かぼちゃ作りに挑戦しました。フォークでかぼちゃを潰す作業で、始めは少し苦戦していましたが、

フォークの背を使うことを伝えると、上手に潰せるようになりました。 

また、お月見についてのお話を覚えていたこどもたちからは、「お月さま見たよ！」との 

元気な声も聞こえ、季節を感じることができる食育となりました。 

 


